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サマーボランティアスクール2023
小学生から社会人まで！！
夏休みにボランティア体験をしてみませんか？
今年度はおうちでできるプログラムだけでなく、高齢者施設・保育園などに行き、
施設や園のお手伝い、利用者と交流をするプログラムもたくさん！
この夏、ボランティアを始めてみたい方は、ぜひお問合せください。
詳細は荒川区社会福祉協議会ホームページまたは荒川ボランティアセンターへお問合せください！

アイマスクをつけて目の見えない方の世界を体験！
ボール回しやブラインドサッカー体験をして

交流しました！

障がいのある方が働くお菓子屋さんの
紙バッグをデザイン！

お買い物の際の商品を入れるバッグとして大活躍！
店頭に展示もされました！

保育園で使う絵本を小学生がつくりました。
絵本を見て、園児たちは大喜びでした！

姉妹でプログラムに参加しました！
高齢者施設で使う敬老の日のポスターと

足ふきマットをつくりました。

ふれあい館で敬老の日に贈る
エコバッグを作成！

クレヨンでカラフルにデザインしました。
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相談してみよう！「ひきこもり」のこと
　ご家族が「ひきこもり」であること、周囲にその事を言えずに悩んでいる方
は多くいらっしゃいます。まずは一度、相談してみませんか。きっと、あなたや
ご家族それぞれにあった関わりの形が見つかると思います。

連絡先：荒川区社会福祉協議会 地域ネットワーク課 地域福祉支援係
TEL：3802-3338  FAX：3802-3831  メール：jigyo@arakawa-shakyo.or.jp

月～金（（祝）等を除く）8：30～12：00、13：00～16：30
TEL：3802-3111（代表） 内線2613
ひきこもり状態にある方・その家族※匿名での相談も受け付けています。
あらかわひきこもり支援ステーション（荒川区役所1階生活福祉課内）

あらかわひきこもり支援ステーション

　ひきこもりについては、当事者が「社会的自立に至っているかどうか」に着目し、「趣味の用事のときだけ外出する」「近所の
コンビニ等には出かける」「自室からは出るが、家からは出ない」「自室からほとんど出ない」のどれかを選択した人のうち、
現在の状態となって6か月以上かつ病気等を理由としない方のことを「広義のひきこもり」と定義しています。

（内閣府：令和4年度「こども・若者の意識と生活に関する調査」より）

ひきこもりってどういう状態？

相談窓口のご案内

荒川区役所では
ひきこもりに悩む
方への相談窓口を
開設しています

相談日時・時間
申  込  方  法
対　  象　  者
相  談  場  所

荒川社協が支援するひきこもりに関する居場所・サロン

荒川区社会福祉協議会では、ひきこもり当事者や家族・支援者が安心して
お話できる居場所を開催したり、そうした居場所づくりを行う団体を支援しています。

ひきこもり家族会
荒川たびだちの会
家族会ですが、ひきこもりの家
族・支援者・当事者など、ひきこ
もり問題を考えるすべての方に
開かれた会です。

毎月第4日曜日 13時30分～16時（定例会）
場所：子ども村ホッとステーション
毎月第2木曜日 18時～20時（運営会議）
場所：アクロスあらかわ

ふれあい粋・活サロン

家族会

生きづらさの当事者会
アライな虹サロン
ひきこもりやLGBTQなど生き
づらさを抱えた方が気楽に過
ごせるサロンです。他の当事者
にアライ（共感する）な方が対
象です。

毎月第3金曜日 16時30分～19時30分
場所：子ども村ホッとステーション

ふれあい粋・活サロン

当事者の居場所

荒川区ひきこもり支援事業 居場所づくり
「ごろリンク」（荒川区委託事業）
ひきこもりの当事者や元当事者の方がごろんとゆったり
過ごせることを目的とした色々な方とつながれる居場所
です。

毎月第2土曜日 18時～21時 場所：アクロスあらかわ（荒川2-57-8）

調理などのイベント ひきこもり当事者の居場所ひきこもり当事者からの相談ひきこもり当事者からの相談
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◎掲載品は各施設や販売会などで販売しています。実際に手にとっていただければ幸いです。
　詳しいお問い合わせは、各施設までお願いします。
※作業所で取り組める軽作業等、お仕事のご紹介やご相談もお待ちしています。

TEL：6806-7534

「普段使いでありながら少しだけおしゃれに、

少しだけ元気になれる」というコンセプトのもと、

「丁寧にキレイに」を心掛け、物づくりに取り組んでいます。

studio753

TEL：3806-9424

デニム地とスウェーデン刺繍のコラボ製品が人気です。

製品で使用するスウェーデン刺繍の素材は、

所員が一針一針丁寧に色を積み重ねていきます。

作業所ボンエルフ

TEL：6806-6872

小台橋あさがおでは菓子パンや惣菜パンなど、

たくさんの種類のパンを注文に応じて製造するほか、

保育園やイベントなどで販売しています。

小台橋あさがお
（パン工房）

TEL：5615-2457

よつばのわでは作業所併設の店舗

（堀切めだか4号店）にて、色とりどりの

改良メダカ約50種類を販売しています。

よつばのわ

区内の障がい者施設が取り組む「自主生産品」のご紹介区内の障がい者施設が取り組む「自主生産品」のご紹介第2弾

前回の記事をご覧になった方々から、手芸用品などのご寄付の申し出を多数いただいております。
皆さまからの温かいご支援に、心より感謝申し上げます。

これからも、こうしたご縁を大切にしながら、より良い作業所を目指して、努力を重ねてまいります。

TEL：3810-3900

「毎日の生活がもっと豊かになってほしい。」

そんな思いを込めながらつくっている、

オリジナルハンドメイドアクセサリーです。

町屋あさがお

あらかわ手づくり市
での区内作業所

共同販売の様子
あらかわ手づくり市

での区内作業所

共同販売の様子

前回に続き、施設の自主生産の取り組みについて、ご紹介します。これらの生産品を通じて、
施設に通う障がい者のお仕事を知るきっかけになることを願っています。
前回に続き、施設の自主生産の取り組みについて、ご紹介します。これらの生産品を通じて、
施設に通う障がい者のお仕事を知るきっかけになることを願っています。

荒川区社会福祉協議会 庶務係
メール：shomu@arakawa-shakyo.or.jp



・ふれあい粋・活サロン
・助成金を通じた地域団体等への支援
・障がい当事者の活動支援
・災害時の支援力向上に向けた研修等
・病気や怪我などの際の一時的な車いすの貸し出し
・子どもから大人まで様々な世代への福祉教育の推進
・おもちゃ図書館子育て交流サロンの運営

荒川区の地域福祉のために荒川区の地域福祉のために
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善 意 の 寄 付 者 一 覧
4月18日

4月24日
4月26日
5月10日
5月11日
5月15日
5月26日
6月 5日
6月 8日
6月12日
6月13日
6月13日

6月14日

馬場昌子

新村英子
中村優子
後藤勝子
城北ヤクルト販売株式会社 愛飲者一同
匿名
森田一恵
町屋三丁目仲町会
五十嵐京子
トヨタファイナンス株式会社
瀧澤克浩
ニチイケアセンターあらかわ

匿名

オムツ用パッド3点
防水シーツ
オムツ用パッド一式
オムツ用パッド2点
車椅子1台
車椅子3台
ビーズ・パーツ類
オムツ4点
お菓子18箱
パッチワーク用 布
食品3箱
お菓子・玩具一式
子供用お菓子袋詰47個
テープ止めパンツ6点
オムツ用パッド3点

日付 寄付物品寄付者名

物品寄付者
［令和5年4月15日～令和5年6月14日］（敬称略）

日付 金額（単位：円）寄付者名

6月 1日 14,329いけだ商店
日付 金額（単位：円）寄付者名

たんぽぽ募金箱設置店
［令和5年4月15日～令和5年6月14日］（敬称略）

善意の寄付者
［令和5年4月15日～令和5年6月14日］（敬称略）

4月25日
5月 8日
5月 9日
5月 9日
5月17日
5月17日
5月24日
5月25日
5月30日
6月 1日

匿名
ふらっと.フラット折り紙教室
匿名
荒川区リサイクル事業協同組合
匿名
石神康次
南千住駅前ふれあい館
西山鋼業株式会社
春田豊治
ひがしんビジネスクラブ オーロラ

10,000
1,400
3,000
20,190

1,192,700
非公開
34,135

10,000,000
282

200,000

この度、ご寄付いただきました金品については、荒川区の地域福祉
の向上に大切に活用させていただきます。

地域の皆さんとともに～民生委員・児童委員～
　民生委員・児童委員の活動は、高齢者の見守りや相談、専門窓口の紹介、地域の方が集い交流するふれあい粋（いき）・活（いき）
サロンへの協力など、多岐にわたります。地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるよう相談に応じ、サポートする取り
組みも行っています。区内には、厚生労働大臣から委託された約200名の委員の方々が、無償で活動してくださっています。

インタビューでお話される
杉山会長

区内最初の「汐入ふれあい粋・活サロン」は、
今年6月に20周年を迎えました！

皆さまからいただいた社協会費は、安心して暮らし続けられる
福祉のまちづくりへのお力添えになります。

【会員申込・問合せ】
管理課庶務係
TEL：3802-2794

E-mail
shomu@arakawa-shakyo.or.jp

荒川区立障害者福祉会館
アクロスあらかわ

※詳細はアクロスあらかわまでお問い合わせください。
〒116-0002 荒川区荒川2-57-8
TEL：3803-6221

【防災訓練】
日　程 ： 8月27日（日）9時～11時30分
内　容 ： AEDや心肺蘇生法
　　　    水消火器を使用した訓練等を行います。
対象者 ： どなたでも参加可能。
【要約筆記講座受講生募集】
日　程 ： 9月3日～11月26日まで 計11回
　　　    ※9月24日、11月12日を除く日曜日
時　間 ： 9時30分～12時30分　
受講料 ： 無料、教材費が1,000円かかります。
対象者 ： 区内在住・在勤・在学の18歳以上の方
締切日 ： 8月29日（火）

お知らせ

たくさんの善意をありがとうございます。
［クイズ・1,192,700円の匿名のご寄付］その金額に込められた思いは？

クイズの答え「イイクニナアレ＝いい区になあれ」でした！

　気軽に身近な場所で友達づくりや交流ができるよう、はじめての方には
「一緒にいきませんか？」とお声かけし、お誘いしています。
　 20年以上、継続して参加している方もいらっしゃるほど、多くの方の楽
しみになっているのは嬉しいですね。
　 地域のみなさんに寄り添いながら、日々顔を合わせる中で、これからも、
安心感をもっていただける関係をつくっていきたいと思っています。
※民生委員・児童委員や町会の方々が運営されているサロンは、区内に33
　か所あります。「汐入ふれあいいきいきサロン」は町会婦人部・べるぽうと

汐入商店街振興組合と民生委員・児童委員が協力し
て実施しています。

　主任児童委員が、双子や三つ子の保護者の方々の交流の場を区内3か所で運営しています。近い境遇だからこそ
分かり合えたり、共通する子育ての悩みも話せるので、参加者からの「楽しみにしています」という声も伺っています。
　こうしたホッと安心できる場づくりを行うことも、私たちの大切な活動となっています。
※「双子の会」の詳細については、荒川区福祉推進課TEL：3802-5110（直通）までお問い合わせください。

● 荒川区民生委員・児童委員協議会の杉山会長に、「ふれあい粋・活サロン」についてお話を伺いました

●「双子の会」について教えてください

おめでとう
ございます
おめでとう
ございます

（答えは左下）


